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味覚受容体のうち、甘味受容体とうま味受容体を構成する T1r タンパク質は、細胞外領域において、生体

外から栄養素となる糖やアミノ酸、核酸、化学調味料などの各種化学物質、イオン、呈味タンパク質など

の高分子化合物など、多様な分子と相互作用して味覚応答を誘起する。研究代表者らは、複数種類の T1r
味覚受容体の細胞外領域について、組換え発現と精製を達成しており、立体構造解析と物理化学的結合解

析を相補的に実施することで、細胞外領域との多彩な分子との相互作用の詳細を解明することができる。

また、T1r タンパク質には呈味タンパク質という高分子リガンドが存在し、受容体との相互作用解析に必

要な野生型および変異体呈味タンパク質の調製系も確立している。本研究では、分子創製学研究室が有す

る各種生体分子間相互作用解析装置を利用し、味覚受容体とそれらを制御する多彩な物質との分子間相互

作用の詳細を明らかにすることを目的として研究を実施した。 
 2023 年度は、蛋白質研究所設備を利用した実験は実施しなかったものの、所属機関において、その予備

的解析となりうる各種の T1r の細胞外領域試料を用いたリガンド結合スクリーニングを実施した。その結

果、今後の詳細な生体分子間相互作用解析に進めることが適切な複数のリガンドを見出した。さらに、各

種の呈味タンパク質と受容体との相互作用を、今後蛋白質研究所の表面プラズモン共鳴測定装置を利用し

た解析に進めるための条件検討を行った。その結果、結合シグナルの観察に適した条件を確立した。さら

に、過去に本課題にて表面プラズモン共鳴測定により取得した分子間相互作用データをもとに、細胞内制

御タンパク質・カルモジュリンと味覚受容体との相互作用を新たに示し、その相互作用によって受容体機

能が制御される可能性を示唆する論文を報告した(J. Biochem, 2024). 
 


